
  

 

表１：講義日程，内容 

日付  時間 内容 

4 月 13 日 15:35-17:20 

対面 

1-1 CPU の仕組み，OS の機能  

プロセス，キャッシュ，仮想メモリ空間 

4 月 20 日 15:35-17:20 

対面 

1-2 並列性の分類 

{命令，スレッド，プロセス}レベル並列性 

2-1 並列システム 

共有メモリや分散メモリでの相互結合網 

4 月 27 日 15:35-17:20 

オンライン 

キャッシュの一貫性，計算と通信のコスト， 

αβモデル   

2-2 共有・分散メモリ型の並列処理 

SPMD，共有･分散メモリ，性能計測， 

アムダールの法則 

5 月 11 日 15:35-17:20 

オンライン 

3-1 分散メモリ型の並列処理 

MPI 基礎 

5 月 18 日 15:35-17:20 

オンライン 

集団通信関数 

プログラム例：数値積分，内積コード 

5 月 25 日 15:35-17:20 

オンライン 

3-2 Google Colaboratory を利用した MPI のプログラ

ム演習 

6 月 1 日 15:35-17:20 

オンライン 

3-3 マルチスレッドと排他制御 

mutex_lock, デッドロックとその検知 

6 月 8 日 15:35-17:20 

オンライン 

3-4 OpenMP の書き方と例題 

False sharing 実行例等 

6 月 15 日 15:35-17:20 

オンライン 

4-1 並列プログラムの実践 1 

計算環境，認証，実行手順， 

数値積分による円周率の計算の OMP 化 

6 月 22 日 15:35-17:20 

対面，オンラ

イン同時 

4-2 並列プログラムの実践 2 

数値積分による円周率の計算の MPI 化 

6 月 29 日 15:35-17:20 

対面，オンラ

イン同時 

4-3 並列プログラムの実践 3 

逐次の多体問題のプログラムの OMP 化にむけて 

(依存関係のない for 文の説明) 

7 月 6 日 15:35-17:20 

対面，オンラ

イン同時 

4-4 並列プログラムの実践 4 

逐次の多体問題のプログラムの MPI 化にむけて 

(データを全プロセスでコピーして持ち，自分の担当

データのみ更新し，allgather で共有するモデル) 

7 月 13 日 15:35-17:20 

対面 

授業内 期末テスト 
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 本稿は 2021 年 S1 タームに実施された大学院工学系研究科電気系工学専攻修士実験「MPI に

よる並列プログラミング入門 」について紹介する。修士実験は同専攻の修士課程（1年）の学

生が 2人または 3人が 1 組となって，1 ターム（約二ヶ月）のうちに，各教員が提供する課題

に基づき実習を行うもので，原則として受講者の専門とは異なる分野の課題を選択することと

なっている。 

 科学技術シミュレーションにおいて大規模並列システムが広く使用されるようになったが，

そのためには，並列計算プログラミングに関する知識と経験が必須である。本実験では，分散

並列システムにおいて広く使用されている MPI（Message Passing Interface）による並列プロ

グラミングについて講義，実習を行う。実習では情報基盤センターの Wisteria/BDEC-01 スーパ

ーコンピュータのシミュレーションノード群（Odyssey）を使用する。Wisteria/BDEC-01 は本

年度導入されたシステムであり、本実験では今年度から使用することとなった。 

 本年度は 2 組，5 名の受講者があり，新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，すべてオ

ンラインで実施した。下記内容について座学及び演習を行なった： 

 

• Wisteria/BDEC-01 へのログイン 

• MPI 並列プログラミング 

• SPMD（Single Program Multiple Data）型パラダイムの習得 

• MPI プログラムによる数値積分 

 

スーパーコンピューティングニュース� Vol. 23, No.6　2021-  53  -




